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報告Ｎｏ． 1
10 インターン・就職

相談

3
学生

報告Ｎｏ． 2
6 組織運営・マ
ネージメント（広
報面：広報・メ
ディア等）

3

学生

報告Ｎｏ． 3
8 ＮＧＯ・ＮＧＯ活
動について

5
教員

質問　　内容 途上国の井戸水におけるヒ素汚染の現状を知り、２大学共同で、安価なろ過装置の研究
開発を行っている。実験の結果、コーヒー豆の絞りかすを使うヒ素のろ過率が９０％以上
と非常に高いことがわかり、この装置を途上国に普及したいと考えている。その普及方法
について相談にのってほしい。

回答 ヒ素については、東南アジア・メコン川下流域で深刻である。当団体の活動地域カンボジ
ア南東部でも微量（ＷＨＯの基準値以下）ではあるが、ヒ素が井戸水から検出されてい
る。また、バングラディシュでは井戸水のくみ上げ過ぎ、掘削数の多さがヒ素汚染を招い
たとのことで、今後ますます被害が広がっていくことも考えられる。環境関係の助成金な
どを利用し、プロジェクトにしてはどうか。

備考 予防とろか装置の普及両方の取り組みについて、さらに相談に乗ることになった。

回答 近年は地方のＮＧＯでもＨＰを運営し、ニュースレターの定期発行などの広報策は行なっ
ている。しかし必要最小限の取り組みで、積極的な団体は尐ないと思われる。当団体で
も努力はしているが、国際機関のメディア戦略を前に、地域での知名度はなかなか上が
らないなどの悩みがある。

備考

区分 相談者

区分 相談者

質問　　内容 大学で情報デザインなどの勉強をしている。卒業制作の企画として、企業・団体等の広
報プロデュースなども検討している。ＮＧＯでは広報・メディア戦略等を行なっているだろ
うか。また、そのような取り組みを積極的に行なっている団体などはあるだろうか。

質問　　内容 国際協力を志し、自分にも出来ることを探すためアフリカを訪れた。しかし、現地には能
力、経験ともそろったスタッフがＮＧＯで活動していて、自分に出来ることが見つからな
かった。そこで、日本に在住する外国人を助けるような仕事から始めてみようかと考えて
いる。現在、どのような外国人支援活動が行われているのか、教えてほしい。また、自分
の将来の仕事にどうつなげていけるか、アドバイスがほしい。

回答 外国人支援活動の経験をふまえ、教育・医療現場での支援活動、また多文化共生のま
ちづくりなどについて、全国の先進的な事例、地元山形のとりくみについて説明した。ま
た学生からでも始められる、留学生支援や各種セミナー等への参加を紹介。まずは地域
の活動に出来ることから参加してはどうかとアドバイスした。

備考

　今月の相談　

月に受けた照会・相談は以下のとおりです。

（特活）国際ボランティアセンター山形

区分 相談者



報告Ｎｏ． 4
12 緊急救援・物資

輸送

5
教員

報告Ｎｏ． 5
18 外国事情 3 学生

報告Ｎｏ． 6
16 開発教育 2 高校生以下

報告Ｎｏ． 7
8 ＮＧＯ・ＮＧＯ活
動について

1 ＮＧＯ関係
者・設立希望
者

質問　　内容 日本人の女性。夫が開発途上国のＤ国出身で、祖国と日本との間でフェアトレードを行う
ＮＧＯの設立を検討している。フェアトレードで得た収益を子供たちの教育資金に充てた
いと考えているようだ。どのようなことから始めていけばよいと思うか。

回答 まず、フェアトレードの目的をはっきりさせること。生産者の経済的な自立のためか、収益
を別の活動に生かすためか。前者であれば、ＰやＡという団体が近くにあるので、情報収
集したり、Ｄ国での現状調査が必要。また、扱う商品だが、製品の開発、生産者の指導な
どから取り掛かると時間がかかるし、専門知識や技術、経験も必要となってくる。すでに
製品化している生産者との取引などから始めてはどうか。目的が後者であれば、フェアト
レードとは厳密には言えない。

備考

回答 ディスカッションは、いろいろなルールや仕組みで行なわれている。それらを徐々に覚えていけば
よい。まずは、グループの中で互いの意見を尊重するという合意づくり。ブレーンストーミングと
言って、アイディアを出し合うような場合は、誰のどんな意見も批判しないで、質より量ということで
めいっぱい出してみる。次が選択する過程。全員もしくは多数決で採用する意見と採用しない意見
を振り分けていく。その際、他のメンバーを説得するための表現のスキルが必要となってくる。それ
を支えるのは知識、経験、思いなど。これらの力を徐々に鍛えてステップアップしていこう。

備考

区分 相談者

区分 相談者

質問　　内容 高校生。国際協力を考えるワークショップに参加した際、グループディスカッションで自分
の意見がほとんど採用されず、いつも採用されるのは同じ人でがっかりした。ディスカッ
ションで意見が上手く言えるようになるのには、どうすればいいのだろう。

質問　　内容 国際協力・開発援助について関心を持つ学生サークル。途上国の生活の実態を知るた
め、現地の人々の声を集めたい。しかし学生サークルのため、渡航し調査することが困
難。そこで現地で活動しているＮＧＯに協力をお願いしたい。調査方法はアンケート形式
で、現地の小学生、20、40、60代の男女、各2名計8名の回答を集めたい。協力は可能だ
ろうか。

回答 当団体のカンボジアのプロジェクト対象地域で対応が可能。英文で質問票を作成の上、
メールに添付して送ってもらえれば、現地事務所に転送し、ナショナルスタッフから聞き取
り調査を行ってもらうことが可能。

備考

回答 ３月中旬に当団体でカンボジアへのスタディーツアーを実施する。プログラムには、へき
地の小学校訪問もある。そのツアー一行に現地への輸送を依頼してみてはどうか。航空
機の場合、一人の乗客に対し手荷物２０キロが割り当てられているが、参加者全員で７０
キロくらいのゆとりがあると思うので、特に総量などを使わずに運ぶことが可能。贈呈の
写真も検討してみる。

備考 当団体スタディツアーを利用し輸送。現地小学校に寄贈することが出来た。

区分 相談者

区分 相談者

質問　　内容 高校の担任をしている。担当クラスの生徒が、カンボジアの子どもたちのためにとサッ
カーボールとサッカーパンツ、Ｔシャツを集めた。現地に送りたいがどうすればいいか。ま
た寄贈品が現地で使われている報告写真も欲しいが可能だろうか。



報告Ｎｏ． 8
11 スタディーツ

アー・海外での
ボランティア相
談

5

教員

報告Ｎｏ． 9
11 スタディーツ

アー・海外での
ボランティア相
談

3

学生

報告Ｎｏ．10
11 スタディーツ

アー・海外での
ボランティア相
談

8

会社員

回答 スタディーツアーの中には、現地で協力隊の人の話を聞けるプログラムを組んでいること
もある。当団体主催のツアーでも、現地の元駐在員を務めた元協力隊員との食事会など
をプログラムに入れており、活動者との交流の機会を設けている。応募や現地での活動
などについて、アドバイスをもらうことも可能。

備考

区分 相談者

質問　　内容 青年海外協力隊の活動に興味がある。スタディーツアーなどで現地を訪問し、活動中の
隊員に会って、体験談を聞くことなどは可能だろうか。

質問　　内容 ＮＧＯ主催のスタディーツアーに参加しカンボジアを訪問した経験から、夏休みに現地で
インターンをしたいと考えている。どうしたらいいか。

回答 ＮＧＯによっては、現地事務所がありインターン受け入れを行なっているところも多い。ス
タディーツアーに参加したことで、その国の文化や人、団体の活動について、基本的な知
識があるため、インターン採用のチャンスも大きい。その団体にインターンを申し出てみ
てはどうか。団体によっては、宿舎の提供をしてくれるところもある。また、自分がイン
ターンとして何が貢献できるか、提案できるように準備しておくことも必要。

備考

回答 以下のようなプログラムを紹介。１．ララアッピアを歌いながら入場。２．幸せなら手を叩こ
うをカンボジア語でみんなでいっしょに歌う。３．東南アジアの白地図を使って、日本の位
置を当てるクイズ。４．日本の遊び文化紹介（けんだま、折り紙、書道、空手）　５．３人１
組で体験コーナー。

備考

区分 相談者

区分 相談者

質問　　内容 カンボジアへのスタディツアーに参加予定。現地の農村の小学校で、日本紹介のワーク
ショップを行うことになった。どのような内容にしたらよいか。



報告Ｎｏ．11
8 ＮＧＯ・ＮＧＯ活
動について

5
教員

報告Ｎｏ．12
15

イベント等
4 政府関係者・
地方自治体

報告Ｎｏ．13
16

開発教育
1 ＮＧＯ関係
者・設立希望
者

報告Ｎｏ．14
17 総合学習・学校

関係

5
教員

回答 国際理解教育の分野で講師を派遣可能。内容としては下記をコースの目的とし、ワーク
ショップを用いた授業を１０回にわたり行う。
１、子どもたちに国際理解教育のワークショップが出来るようになる
２、子どもたちと国際理解のイベントを企画出来るようになる

備考 スタッフ4名を派遣し、実施することになった。

区分 相談者

質問　　内容 大学からの相談。来年度「国際理解・国際交流論」というコースを開講する予定。IVYに
も、ＮＧＯとして１０回ほど授業を担当して欲しいが可能か。またどのような内容の授業が
可能だろうか。

質問　　内容 IVYで行っている開発教育の事例について、開発教育のネットワーク会議の席上で発表
してほしい。

回答 毎年、１月に行っている「子ども地球キャンプ」について説明。開発教育と環境教育の両
方を取り入れた事業で、ポイントは大学生や若手の社会人、留学生などのリーダーが独
自にプログラムを作り上げていくこと。子どもたちは留学生や在住外国人であるリーダー
たちと３日間を共に過ごすことにより、環境問題に関心を向けると同時に異文化に触れ、
子どもたちなりにそれらの理解を深めていっていることについても言及。

備考

回答 ワークショップ形式を取るようだが、各アクティビティの目的をはっきりしておかないと、参
加者が十分な満足度を得られない場合がある。また事前に参加者自身が、自団体の活
動や組織の概要について把握しておくと、話し合いがスムーズにいくことなどをアドバイ
ス。

備考

区分 相談者

区分 相談者

質問　　内容 某国際交流協会からの相談。地域の国際団体の交流会兼情報交換会を行う予定。複数
団体を集めた会を行なうにあたり、留意する点などはあるだろうか。

質問　　内容 ＮＧＯ主催のスタディーツアーに参加して、ＮＧＯ活動に大変興味を持った。自分の住ん
でいるＩ県でも活動を始めたいと考えているが、何から始めればいいだろうか。

回答 参加したスタディーツアーの報告会を、地元で開催することから始めてみてはどうか。自
分だけでなく、スタディーツアーの主催団体からも講演者を招いたり、会場がインターネッ
トのつながる環境なら、テレビ電話を使って現地と交流するなども出来る。また、報告会
を開催するだけで終わりにせず、その団体と相談して、小さなプロジェクトを企画し地域
で参加者を呼びかけるなど、継続的に取り組んでみてはどうか。

備考

区分 相談者



報告Ｎｏ．15
16

開発教育
4 政府関係者・
地方自治体

報告Ｎｏ．16
16

開発教育
4 政府関係者・
地方自治体

報告Ｎｏ．17
10 インターン・就職

相談

2
高校生以下

報告Ｎｏ．18
16

開発教育
4 政府関係者・
地方自治体

回答 専門用語などが多いワークショップであり、高校生には難しいかもしれない。一度やって
みて、高校生向けに手直しが必要かもしれないこと、またやったことのないワークショップ
を行う際には、事前にそれなりの練習や準備が必要であることをアドバイス。

備考 勉強会の当日、IVYから講師を派遣することになった。

区分 相談者

質問　　内容 今までやったことのない開発教育のワークショップを高校生向けに行うことになった。ファ
シリテーターの経験がまだ尐ないので、進め方や留意点など相談に乗ってほしい。

質問　　内容 高校生だが、将来国際関係の仕事に就きたいと考えている。どうやったら就職出来るだ
ろうか？

回答 地方に於いてはなかなか就職は難しい、しかし、高校生のうちからボランティアとして活
動するなど、実績を積んでおくことは将来なんらかの仕事につながる可能性はある。積
極的に国際協力や国際交流のイベントに参加することを奨める、また開発教育のファシ
リテーターのスキルを身につけておくことも、将来国際関係の仕事に就く際に必要なこと
であり、そういったセミナーにも出来るだけ出席しておくといいのではないか、と回答

備考

回答 会議は一昨年以来であり、その時とは各県の状況も変化しているものと思われる。最近
各県で開発教育のパンフレットの作成や、ネットワーク化の動きが活発になって来ている
ので、それらの情報を交換することにより、各県の動きが更に実のあるものになっていく
であろう。また、参加者については、各県から２、３名とし、各県の事情に通じている人、
現在開発教育を実践している人を優先してはどうかと提案。

備考

区分 相談者

区分 相談者

質問　　内容 東北地域において、開発教育関係者が一同に会する機会を２００８年度持ちたいと考え
ている。どのような会議にしたらよいか、また参加者はどのように決めたらよいだろうか？

質問　　内容 国際協力機関スタッフからの相談。教員対象の開発教育研修を行なっているが、今後組
織がどのように教育現場に関わって行けばよいのか、相談に乗ってほしい。

回答 組織が何故研修を行うのか、目的を見直す必要があるのではないか？最終的に国際協
力について理解を求めることが目的であるならば、その研修もその目的を達成するため
の一歩である必要があるのではないか？との指摘を行った。

備考

区分 相談者



報告Ｎｏ．19
11 スタディーツ

アー・海外での
ボランティア相
談

4

政府関係者・
地方自治体

報告Ｎｏ．20
10 インターン・就職

相談

9
無職・退職者

報告Ｎｏ．21
6
組織運営・マ
ネージメント（広
報面：広報・メ
ディア等）

3

学生

報告Ｎｏ．22
8 ＮＧＯ・ＮＧＯ活
動について

5
教員

回答 学校にスタッフを派遣し話をすることは可能。カンボジア農村部の子どもたちの置かれて
いる状況と、当団体の支援活動の説明、また日本からの支援がどのように現地で役立て
られるのかも、わかりやすく紹介させていただく。

備考 後日、学校を訪問、活動を紹介した。

区分 相談者

質問　　内容 小学校からの相談。6年生の学年でカンボジアの子どもたちを支援のための取り組みを
行なってきた。募金で集まったお金を寄付する団体を探している。貴団体のカンボジアで
の活動を、学校で紹介して欲しい。

質問　　内容 大学院でＮＰＯについて研究している。ＮＰＯ・ＮＧＯの「ブランディング」について、貴団体
や地域のＮＧＯの取り組みや状況について教えて欲しい。

回答 東北では当団体を含め、ブランディングに本格的に取り組んでいるところは尐ないと思わ
れる。広報を行なう際に、団体名の周知やイメージ作りなどのブランディングの要素は取
り入れているが、大規模な国際機関が行なうような戦略的な取り組みは行なってはいな
いだろう。

備考

回答 東北でＮＧＯに正規スタッフとして就職するのは難しい。ほとんどのＮＧＯはフルタイムス
タッフを雇用出来るだけの資金がなく、空きが出た時のみ必要な人材を雇う。スタッフに
なるには、ボランティアやインターンなど、まず活動に関わるところから始めてみると良
い。スタッフが必要となった時、身近な人材から人選されることも多いので、チャンスが大
きくなる。

備考

区分 相談者

区分 相談者

質問　　内容 宮城県在住、20代。ＮＧＯに正規スタッフとして就職したいと思っている。情報収集などし
ているが上手くいっていない。東北でスタッフを募集しているところなどはないだろうか。
また、どうすればＮＧＯでスタッフとして働くことが出来るだろうか。

質問　　内容 多文化共生をテーマにしたオーストラリアへスタディツアーを実施、報告会を行うことに
なった。この報告会について、NGOの視点からコメントが欲しいので、当日出席してほし
い。

回答 当日出席した後、メールでコメントを送った。内容としては、
１、 多文化共がテーマのスタディツアーであったが、帰国して自分の周囲の多文化共生
への取り組みを見直す視点が欲しかったこと。
２、 報告の順番がバラバラだったように感じたので、ある方向性を持って順番を決めると
良かったのではないか

備考

区分 相談者



報告Ｎｏ．23
18

外国事情
1 ＮＧＯ関係
者・設立希望
者

報告Ｎｏ．24
8 ＮＧＯ・ＮＧＯ活
動について

3
学生

回答 見学は常時受け入れいてる。事前に予約をしてもらえれば、希望に沿った見学が出来る
ようにアレンジが可能。

備考

区分 相談者

質問　　内容 某ＮＧＯのインターンシップでカンボジアに渡航する。インターン先では教育支援を行なっ
ているが、他の支援活動も学びたいと思っている。インターン中に、貴団体の農村支援活
動を見学をさせてもらいたいが可能だろうか？

質問　　内容 カンボジアでの自動車運転について聞きたい。現地で運転するには免許等どうすれば良
いか？また農村部などの道路事情はどうなっているか？

回答 国際運転免許証があれば現地で運転することが可能。期間は1年のみだが、日本で手続
きを済ませていけばよい。代理人申請も可能。都市部では道路は整備されている方だ
が、農村部などは悪路も多く、４輪駆動車が必要。

備考

区分 相談者


